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I 発達障害の特性
富山大学は、 2007年から発達障害のある学生
の支援を開始しました。その後、身体障害のある
学生の支援も行うようになり、障害のある学生の
支援を一体的に行う部署として大学に周知される
ようになりました。
Today's talk 
をしていきたいと思います。
発達障害の特性とは何か、大学生に特有の表れ
方と困難さとはどういうものかを具体的にお伝え
していきます。そして、そのような障害特性のあ
る学生に対して、どのように支援を行っていくの
かを話していきたいと思います。最終的には、支
援者として、学生支援とは何を目指しているのか
をお話しできればと考えています。
1. Characteristics of developmental disorders 
2. Steps undertaken before support is provided 
3. Significance of interviews with students with 
developmental disorders 
4. Support during transition from study to work 
話の流れ
1. 発達障害の特性
2. 支援までの流れ
3. 発達障害学生に対する面談の意義
4. 「学ぶ」と「働く」を支える支援
本日は、テーマに沿って、次のような流れで話
主な神経発達障害 (DSM-5)
(Neurodevelopmental Disorders) 
注意欠如・多勲性障害 限局性学習障害
AD/HD $LO 
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General characteristics of the disability Difficulties StLhD afrt euqnuivenrstliy ty hstavue dents with 
• Generaly, the ability to understand, Frequently, university students with SLD 
etc., is not affected and those with • cannot copy from the board 
SLD do not have a low IQ. Only a 
• find it dificult to finish exams on time 
particular ability or skil is affected 
・take a long time to read 
• May not be able to read 
letters/characters, words, or • cannot be on time or keep to time 
sentences with accuracy or may take schedules 
a long time to read, difficulty reading • find it dificult to read and write kanji 
and understanding what one has read or the alphabet 
• Difficulty writing letters/characters or • cannot write neatly 
sentences • have a pencil grip that is too weak {or 
• Difficulty understanding the concept too strong) 
of a number, learning about 
numerical values, or learning how to 
do calculations, difficulty with 
reasoninl! usini;z numbers ' 
まず、発達障害の特性について話します。
「発達障害」は、次の4つの特性をいいますが、
それぞれに異なる状態像ですが、特性はこの図の
ように、複数重なって現れることがあります。
限局性学習障害(SLD)は、次のような特性の
ことを言います。表の左側には、一般的な障害特
性を表し、表の右側には、大学生にありがちな困
難さを表しています。一般的な特性としては、理
解力などに遅れはなく、 IQは低くないにもかか
わらず、特定の能力、たとえば、書くことだけが
苦手だとか、読むことだけが苦手といった特定の
ことが難しい特性のことをいいます。大学生では、
板書を時間内に書き写すことができないとか、時
間内に試験問題の解答をすることが難しいなど、
授業に直接関わってくる問題が多く見られます。
口Theextent to which those with SLD 
experience difficulties varies. It is necessary 
to gain an awareness of the extent to which 
one finds something difficult and the extent 
to which one can deal with the difficulty. It is 
important that one considers the kinds of 
measures that one could take while studying 
and to consider the kinds of accommodations 
that one would need to request from the 
university. 
-For dyslexia, the use of text-to-speech readers may 
provide a solution. 
-For dysgraphia, it may be possible to deal with the 
difficulties by permitting the use of PCs or iPads, extending 
deadlines, or allowing extra time for exams. 
-A measure that those who experience difficulties with 
listening can take when receiving instructions is to note 
down and confirm the things that were said. After 
receiving the instructions, the student in question wil read 
out loud what they have noted down and will have an 
instructor (or TA) check whether something was missed. 
In addition, the student in question may be permitted to 
record lectures 
口SLDの困難さの程度はさまざまである．ぐ夕の程度苫手な
のか、どの程度まで自分が対応できるかを知る必要があふ
学習の際に自分でどのような工夫ができるか，また、大学
に対してどのような配慮要請が必要かを考えることが重要
ー読字障害は、読み上げソフトの使用で解決することもあるa
—書字障害は、パソコン-r->!Padの使用許可、 提出期限（試験時
間）の延長も可能。
ー閻くことに難しさがある人は、 指示を受ける時には「メモj
と 「確認jを行う。指示を受切ガこ後、メモに書いrdl'i示され
た内容を読み上げて、間き漏らしがないかを教員 (TA)に
確認してもらう。講義の録音を許可する湯合もある8
SLDへの対処で大切なことは、学生自身がど
の程度苦手なのかを知ることと、どの程度まで自
分で対処できるのかを知ることです。また、学習
の際に自分でどのような工夫ができるか、また、
どのような配慮申請をする必要があるのかを考え
ることが重要です。配慮内容は、個々の学生の障
害の状況によって異なりますが、読字障害には「読
発達障害学生に対する支援のあり方
?
み上げソフト」を活用し、書字障害には「パソコ
ン、 iPadの使用許可」、「提出期限の延長」など、
障害特性に対応した配慮が挙げられます。
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A≪ommodatioo, foe 
入学前に配慮要請があった学生
??
・活学科目
（事前に音源配
布、リスニング中
心に変更）
・試懸・張題での
配虐を許可
一人のケースを紹介します。この学生は SLD
の診断がある学生です。中学生の時に診断があり、
本人も障害に関する説明を受けています。中学・
高校でも配慮を受け、大学に入学しました。大学
入試センター試験と大学の個別試験で、配慮申請
を行い、入学後も学部に配慮願いを提出してきま
した。
この表は、左から右へと対応の流れが示されて
います。また、縦軸には「本人と家族」、「学科」、
「教養教育」、「支援室」となっており、それぞれ
がどのように担当し、支援内容を決めていったの
かが書かれています。まず、入学が決まったら、
授業が始まる前に、本人が根拠資料をもとに自分
自身の特性について説明をします。大学は、学部
教員を中心に支援室スタッフも加わって本人との
支援会議を行います。根拠資料は、診断書や心理
検査結果、高校での支援について書かれたもので
すが、そのまま大学で行うことができない場合も
あります。大学からは、「大学での学び方の説明
や支援に関する情報」を与え、大学での支援に関
する合意形成を行います。この学生の場合、語学
科目に関しては、事前に音源配布してもらい、リ
スニング中心の授業を選択しました。また、試験
やレポートなどの課題では、ひらがな表記でも評
価対象になることが配慮となりました。この学生
は読みは優れており、一般の人の2~3倍の早さ
で読み、理解することができます。成績は非常に
優秀で、将来的には一般就職で企業に就職したい
という願いを持っています。
Characteristics of ADHD 
Gene,al cha,acteristics of the Difficulties that unive,sity students with 
disability 11 ADHD frequently have 
• Hyperactivity 
- Fidgeting or other movements 
that do not have a purpose 
- Restlessness 
• lmpulsivity 
- Says things without thinking 
- Seeksstrong senso,y 
stimulation (sounds, light, 
shikohin (e.g., alcohol, tea, 
coffee, and tobacco), gambling, 
etc.) 
・Carelessness 
- Makes careless m;stakes at 
work 
- Forgets to bring things or loses 
things often 
Frequently, university students with 
ADHD: 
• cannot meet the deadlines for 
completing important proceduces 
• make many ca『elessmistakes 
・often leave things behind or lose 
things 
• cannot keep important p,omises 
・make lac-fetched excuses 
• can intensely focus but find it difficult 
to cepeat the same thing continually 
・get distracted by su,rnunding sounds 
and cannot concentcate in class 
• cannot pcioriti,e when thece ace 
multiple tasks and fal into a state of 
panic 
ADHDの特性
一般的な羅宙特性 l 大学生にありがち闊困難さ
貧ー動き乏揺すリなど目的のない
・が董で要きな手い続きの期限を守ること
・ケアレスミスを何度もしてしまう
—落ち着かない態度 • て持しちま物うを頻繁に忘れたり、なくし
・街動江
思ーしまっうたことをすぐに口にして ・大切な約束を破ってしまう・わか，)やすい言い逃れを言うこ
I • エー惰光・なヽ窓梵忠,・ .印をナ求平め等る）（音 とがある・瞬こと発を力繰はりあ返るすがこ、と継が続苦的手に同じ
—仕てし亭まなうどでケアレスミスをし ・周中，)の音なが気になり、授業に集できい
忘ーれ物やなくし物が多い ・複れず数バ課ニ題ッのク隆に先な順る位がつけら
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
注意欠如・多動性障害 (ADHD)の特性につい
てまとめてあります。一般的な特性としては、「多
動性」「衝動性」「不注意優勢」の三つのタイプが
?あります。大学生にありがちな困難さで代表的な
ものを挙げています。たとえば、「重要な手続き
の期限を守ることができない」、「ケアレスミスを
してしまう」、「大切な約束を破ってしまう」など
があります。「複数の課題の優先順位がつけられ
ない」というようなことがあって、なかなか単位
が取れないということもあります。
ADHDの特性は素晴らしい能力として発揮さ
れることがあります。「脳が多動」である点をう
まく活用すれば、独特の視点や豊かな発想を生み
出す原動力になります。「衝動性」は、正しく発
揮されることが前提ですが、思い立ったらすぐに
行動し、試行錯誤することでより良い成果にたど
り着きやすくなり、評価につながります。 ADH
Dは、自分の好きな分野や得意な分野ではミスが
少なくなるという特徴があります。つまり、自分
の興味と一致する分野では弱点が見えづらく、優
位な能力を発揮しやすくなるのです。
• Usinq tools to manaqe schedules 
-Planners, calendars on mobile phones, alarms, Google Calendar 
shared with student's family, timers, etc. 
-Having the people around them speak to them 
• Decidin on a lace to ut the thin s needed for oin out 
• Takinq a l_ook at their e~ 呪7nrent→Ens~rinq that they are 
,n an environment in w ic t ey can stu y 
-Library, seminar rooms, cafes, living room at home, their own 
rooms at home 
-Tidying up around their desks, restricting access to the internet, 
etc. 
• Learnin how to res ond when feelin frustrated 
-Going for a walk, listernn~to music, going Jogging, going 
sw1mm1ng, dimming the 1ghts in the room, etc. 
• Makin9rrsurf that they have someone to talk to when they 
face d1 ,cu ties 
• Considerinq seeinq a doctor (takinq medication) 
• If the fact that "the brain is hyperactive" is made good use 
of, it wil act as a driving force for developing unique 
viewpoints and coming up with rich and varied ideas. 
• "Impulsiv1ty" 1s also an advantage. Acting as soon as 
something comes to mind and doing things by trial and 
error often lead to better results being achieved and 
increase the likelihood that one's work or actions wil be 
evaluated positively. 
• Individuals with ADHD find it easier to maintain 
concentration and make fewer mistakes when they are 
working on areas that they like or are good at. In other 
words, in areas that they find interesting, their 
weaknesses become hidden and it becomes easier to 
utilize their strengths. I Soucec Kaiea's website I ,
・ 「脳が多動」である点を上手く活かせば｀独
自な視点や豊かな発想を産み出す原動力にな
る。
・ 「衝動性」も、思い立ったらすぐ行動し、試
行錯誤することでよりよい成果にたどり着き
やすくなり、評価される可能性が高くなる。
・好きな分野、得意分野では集中力を保ちやす
かったりミスも少なくなるのがADHDの待徴
である。つまり自分の興味と一致する分野で
は弱みも見えづらく強みを活かしやすくなる。
I<株）K●,en HPを冬考_I
・スケジュール菅理のために道具を活用する
ースケジュー）頃，携帯電話のスケジュー）レ，アラーム
の利用，家族共有グーグルカレンダー，タイマー等
ー周囲の人に声をかけてもらう
・出かける時に必要な物は、詈く場所を決めておく
・環境の見直し→勉強できる環境を確保する
ー図書館，ゼミ室，喫茶店，家のリピング，自分の部屋
ー机の周りをすつきりさせる，ネッ ト環撓を制限する等
・イライラしたときの対妙去を知る
ー散歩，音楽を聴く，ジョギング、 水泳，暗い部屋等
・困った時に相咬できる人を作っておく
・病院受診 （服薬）も視野に入れる
ADHDの特性への対処法として代表的なもの
を紹介します。スケジュール管理が上手ではない
ので、さまざまなツールを活用します。たとえば、
スケジュール手帳や携帯電話のスケジュールメモ
やアラームを使う、または、家族共有のグーグル
カレンダーを使うなどがあります。また、気が散
りやすく、集中できないことが多いので、勉強で
きる環境を整える工夫も必要です。自分が一番集
中できる環境を知り、静かな場所がよい人は図書
館やゼミ室、少し音がする方がよい人は喫茶店や
家のリビング、一人の方がよい人は自宅の自分の
部屋を選択します。自宅の場合は、机の周りを
すっきりさせて、パソコンなどのネット環境を制
限するなどの工夫も必要です。衝動性の高い人は、
イライラしたときの対処法を持っておくとよいで
しょう。音や光、温度を制限した部屋でゆっくり
寝転ぶとか、身体を動かすなど、自分に合った方
法を見つけておくとよいと思います。ADHDの
発達障害学生に対する支援のあり方
?
場合、自分なりの工夫ではうまくいかない人も多
いので、病院受診を勧める場合もあります。特性
に合った薬を飲むことでコントロールできる人も
多いので、家族にも相談し病院受診を勧めていま
す。
Characteristics of ASD 
General characteristics of the Dificulties that unqiuvenrstliy t hstavue dents with disability ASDfre 
• Qualitative impairments in • Preparing papers 
interpersonal -Writing an argument that 
communication and social incorporates one's ideas instead of 
interaction listing facts 
• Restricted, repetitive -Answe『ingquestions that require a 
patterns of behavior, written answer 
interests, or activities • Presentations (oral presentations) 
• Causes clinically significant • Group research projects 
impairments in social, • Grasping what the main points of 
occupational, or other the class were and taking notes 
important areas of • Sudden changes in schedule 
functioning " 
ASDの特性
一般的な屈古特性
・対人的コミュニケーショ｀ノ ・レポート作成
やsocialinteractionの質的 ー事実の罹列ではなく、 考えを組
な障害 み込みながら譲述すること
・行動興味およひ活動の ー記述式の問題への解答
限定された反復的行動 ・ブしゼンテー ション（口頭発
興味、活動の様式 表）
・社会的、職業的、または
・グルーブ研究他の重要な領域における
機能の臨床的に吾しい障 ・授業の要点をつかみノ トーを
害を引き起こしている とること
・急な予定の変更
次に、自閉症スペクトラム障害(ASD)の特性を
説明します。一般的な特性としては、「対人的コミュ
ニケーションやソーシャルインタラクションの質
的な障害」が挙げられます。大学生にありがちな
困難さとしては、自分の考えを組み込みながらレ
ポートを作成することや、記述式の問題への解答
などが挙げられます。思いを言葉で表現すること
に時間がかかるため、プレゼンテーションの際に
は、準備する時間を確保する必要があります。急
な予定の変更も苦手なので、周囲の人も計画的に
ものごとを進めることを心がける必要があります。
Advantages resulting from the 
characteristics of ASD 
• In a good akwer ays,  there are those with ASD inwtehroac, tbioen ca, use of their wea r soc,al communicat1on and n abilities, 
can immerse themselves in their own work without being 
influenct oebr d ebibney g inwgafhbaeot cuiens d haby  ppheonw in附tokaienrn gos uLnd them Theoy thcaer n work withou adre  seen dbiy n 
people unspo un rstan gs 
• tInrf he」astlehts ear"ce nohd basewriesnoasg rs ikopino u"n rswthuhae ictdh sa,at tm~hee is rsptwoeain rslk wobcne itohcantpAin pSrusD etacrlhictya. ts let dfihat. es brie tdhe arbe pyomtlihcae iny s 
• t踪hNaotvrfthiecor. irensmTqg ohuindemig rse  tahpqilorus e raciotclhuisthagiaeot hs rntaly e.ctnotd eamrstie kso t,in ~co s hatuthnaodnt y ohmtewicar henped y en obpy eloe mrfptaole nrnmy wdiatnh o gd AfitaSnsd D ks
• dMo anny ot pheoavpe l hwiditdh e ASD are ho. nTeh set ir -setnhoeuy s catnitout dte l tolwieas rad nd 
work is evaluated n poasgiteivnedlays . 
le株）Ka;en HPを参考I"
ASDの特性による利点
・ 「社会性の弱さ」のために周囲の拇俣や暗黙の了解にと
らわれることなく、 いい意味で周りを気にせずに自分の
仕事に打ち込める人がいる．
・ 「こだわり」が、求められている方針と一致すれば、
きっちりとルールを守り継続して同じ作業を続けられる。
このことを評価してもらえる研究分野も多い．
• ASDの人は多くの人が見逃しがちな細かい部分に気づ
いたり、他の人が面倍に思いがちなことも、抜げ届れな
く行う特徴を持つている人が多く、正確さを求められる
諜では重宝される．
・嘘がつけず裏表のない実直な方が多く、 まじめに仕事に
取り組む姿勢はプラスに評価される。
I<株）Ka;en HPを苓考f,
ASDの特性による利点ですが、もともと真面
目な性質を持っているので、自分の課題や仕事に
打ち込める人が多いです。また、多くの人が見逃
しがちな細かい部分に気づいたり、他の人が面倒
に思いがちなことも、漏れがなくやり遂げること
ができたりするので、非常に信頼される働きぶり
を発揮することができます。
Responding to the characteristics of 
ASD 
• Convey the instructions, details of the assignment, 
steps to be taken, and deadlines clearly. 
-Taking notes, repeating instructions and checking, etc 
• Begin by assigning research fields in which it is not 
necessary to respond flexibly and change the way 
that one acts on the spot. 
• Decide on a person who will act as a point of contact 
for the student. The role of the person will be to 
check fre咄entlythat there is no discrepancy 
between t e actual task and the student's 
interpretation of the task. 
-Set up a place (a person) that the student can report to, 
contact, seek advice from, and ask questions to. 
• Convey "communication patterns" that are re9uired 
as an absolute minimum, and present a mode . 
• Do not use emotional words or act emotionally. 
?・指示や課題の内容や、段取り・締め切りをわかり
やすく伝える。
ーメモをする，復唱して確認する等
・臨機応変にその場で対応を変化させる必要がない
研究分野を割り当てるところから始める。
• こまめに課題のずれがないかを確かめるための相
談役を決めておく。
-「報告」 「連絡」 「相談」「質問」を受ける場（人）を
作る
• 最低限必要とされる「コミュニケーションの型」
を伝え、モデルを示す。
・感情的な言動で対応しない。
ASDの特性への対処法がここに挙げられてい
ます。学ぶ環境の「構造化」が必要であるといわ
れています。たとえば、「指示や課題に関する内
容や段取り、締め切りをわかりやすく伝え、でき
れば、メールのように、何度も見返して確認でき
る方法で伝える」などが、重要な配慮です。
また、彼らは「ホウ・レン・ソウ」が苦手です
ので、「誰に」「どのタイミングで」「どのように」
伝えるのかをパターンとして教えておく必要があ
ります。伝える「人」と「場」を決めておくと、
大きな失敗は防ぐことができると思います。
また、最低限必要な「コミュニケーション」の
型を伝え、それを周囲の人も守るようにすると、
人間関係の混乱は防ぐことができるでしょう。
一般的な障宮特性 ；I 大学生にもりがちば困難さ I 
協詞運動技能0)獲得や逐行が、 ・体育の実技、特に道具を使う I
その人の生活年齢や技能の学習 競技や団体競技が苦手。
および使用の栂会に応じて期待
されているものよリも明らかに ・実験器具をうまく扱えない。
劣っている。 ・不器用で細かな作莱に異常
または物にぶつかる）、連動技能 を感じたりする
（例：物を掴む、はさみや刃物を ゜
使う、書字、自転車に乗る、ス ・自己管理、自己保全のスキ
ポー ツに参加する）の逐行におけ ルが十分ではない。
る遅さと不正避ざこよって9月""' I になる。
自分の身体の各部分がどこにあ
＇)、どのような状態か包舜時に把
I 握する感覚が乏しい。 ： 捻
コミュニケーションに関して、さまざまな配慮
をしても、思いもよらないアクシデントが発声す
る場合もあります。そんな時、私たちは「どうし
て！？」と思ってしまい、つい感情的な言動をし
てしまいがちですが、彼らはその感情的な言葉に
驚いてしまい、パニックになることがあるため、
できる限り冷静な態度と落ち着いた言葉で，何が
よくなかったのか、どうしたらよいのかを伝えて
ください。
Characteristics of DCD 
General characteristics of the disability Difficulties DCthD at fruenqiuvenrstilty y hsatvue dents with 
• The acquisition and execution of Frequently, university students with 
coordinated motor skils is DCD 
substantialy below that expected 
• find PE practical classes, especially given the individual's chronological 
age and opportunity for skil learning sports that use equipment or team 
and use sports difficult 
• Dificulties are manifested as • cannot use lab equipment very well 
clumsiness (e g., dropping or bumping • are clumsy and take an abnormally 
into objects) as well as slowness and long amount of time to complete 
inaccuracy of performance of motor tasks that require intricate 
skils (e g, catching an object, using 
movements or find these tasks scissors or cutlery, handwriting, riding 
stressful a bike, or participating in sports) 
• Lacks the sense of knowing • do not have sufficient self-
instantaneously where each part of management or self-preservation 
one's body is and what kind of state skils 
each part of one's body is in " 
最後は発達性協調障害 (DCD)の特性につい
て説明します。一般的に、「不器用」とか、「運動
技能の遂行に困難さ」がある人のことです。大学
では、体育の実技が苦手で、特に、ラケットやボー
ルを使う競技が苦手なことが多いです。実験器具
をうまく使えず、時間がかかってしまったり、細
かな作業でミスをしてしまったりすることもあり
ます。
The characteristics of DCD lead directly to 
dificulties 
• Coordinated movements are required in al sorts of activities 
performed in daily life such as having meals, studying, and 
working, Since those with DCD experience difficulties each time 
coordinated movements are required, they are prone to 
experiencing fatigue in their daily lives and have relatively low 
self-esteem. 
・Since those with DCD are aware that they cannot perfonm tasks 
that require coordinated motor skills wel, patiently teaching 
them in steps and allowing them to take their time is effective, 
• How to manage things: PC bags, plastic folders, pouches with 
compartments 
・Activities/movements: Those with DCD need to do things 
repeatedly and find tricks or alternative ways of carrying out 
things that work for them, 
I Sou,ce. Ka;en's webs;te I "
発達障害学生に対する支援のあり方
?
I 支援までの流れ
DCDの特性は困りごとに直結
・食事や勉強、仕事など日々のあらゆる行動に協
調運動は求められ、その都度困難を感じている
ので、日々疲れやすく、自己肯定感が低め。
• 本人はうまくできないことを自覚しているので、
焦らせず、気長に、段階的な指導を行うと効果
的である。
• 物の官理法： PCバッグt クリアファイル，小
分けポ チー
・行動：繰り返し行い、自分なりのコツをつかみ，
自分流の対処法を見つける
I<株）Ka1en HPを巷考卜
1. Applications from disabled students 
-Expressions of wishes by the disabled student 
-If there is no application, begin constructive dialogue on the 
provision of support considered appropriate for the 
student's needs by the university etc 
-・Provide necessary information and opportunities for own choices and 
decisions 
-Provide key documents 
※Whether or not there is any documentation, it is important to 
investigate the provision of reasonable accommodation 
2. Constructive dialo ue between the disabled student and 
university etc 
3. Points to keep in mind when deciding content 
4. Monitorin of the content after it has been decided 
DCDの特性は、食事や勉強、仕事など、日々
のあらゆる行動に協調運動が求められ、その都度、
困難を感じているので、日々疲れやすく、自己肯
定感が低くなっている人が多いです。本人はうま
くできないことを自覚しているので、焦らせず、
気長に、段階的な指導を行うと、徐々にうまくで
きるようになっていきます。
'""'" 
理的配慮の内容決定の手順
1. 障害学生からの甲し出
ー障害学生からの意思の表明
ー申し出がない場合、大学等から当該学生に対して適切と思
われる配慮を捲案するために建設的対話を働きかける
ー必要な情報や自己選択・決定の機会を提供する
—根拠資料の提出
※資料に有無にかかわらず合理的酌應の提供について検討する
ことが垂要
2. 障害学生と大学等による浬設的対話
3. 内容決定の際の留意李項
4心，法定された内容のモニタリング
2017年4月に、文部科学省が「障害のある学
生の修学支援に関する検討会報告（第二次まとめ）
を公開しました。この中には、障害のある学生に
対する「不当な差別的取り扱いの禁止」や「合理
的配慮の提供」について詳しく書かれています。
また、合理的配慮の内容決定の手順もあり、ここ
に書かれているような手順で配慮の内容が決めら
れ、学生に提供されていきます。
まず、学生自身からの支援に関する意思の表明
が必要です。しかし、発達障害学生の場合、修学
上の困難さを言葉で表したり、自分に必要な配慮
を適切に伝えたりすることが苦手な人が多いの
で、学生からの申し出がない場合、大学から当該
学生に対して適切と思われる配慮を提案するため
に、建設的対話を働きかけなければなりません。
学生が自己選択し、自己決定するために必要な情
報を提供する必要もあります。
?二次まとめには、 「学生に根拠資料」の提出を
求めています。医師の診断書や心理検査の結果が
それに当たりますが、これらの根拠資料がなくて
も、合理的配慮の提供について大学は検討するこ
とが重要になっています。
大切なことは、大学は障害学生との対話を通し
て、どのような工夫や配慮が必要なのかを一緒に
考えていくことです。いったん決まった配慮内容
であっても、それが学生の学びを保障するもので
あるかどうかを、常に検証し、より適切な配慮内
容を提供していく必要があります。
合理的配慮の提供に関しては、それぞれの大学
の理念や目標にも関係しますので、大学の三つの
ポリシー （アドミッションポリシー、カリキュラ
ムポリシー、デイプロマポリシー）やシラバス等
の明確化・公開により、合理的配慮の提供におい
て、変更可能な点と変更できない点を明確にする
ことができます。特に、シラバスに授業の目標、
内容、評価方法を明記することは、障害のある学
生が大学からの支援が必要かどうかを事前に検討
するために重要な手がかりとなります。
富山大学では 「障害学生からの申し出」だけで
なく、担当教員や学部職員、家族からの相談も受
け付け、本人との面談を行います。多くの場合、
修学上の困りごとがあって紹介されていますの
で、学生は支援室に来ることをいやがりません。
たとえ学生が診断されていなくても、支援者が本
人への聴き取り等のアセスメントを行い、発達障
害の特性があれば、本人の支援を開始します。多
くの場合、学生本人の工夫や対処方法を見つけて
いくことでうまくいくことが多いのですが、本人
の工夫だけではうまくいかない場合、 「合理的配
慮の内容」の再検討を行うことになります。
・実行機能の障害
意ー思決定・計画立案・計画実行・効果的遂行
・環境に影響されやすい
自ー発的に事態を構造化したり、自分にとって処理しやす
い状態に変換することが難しい
・現実は常に動いており、問題はそこに起きている
—どのような場面で、 どういう出来事の中で、問題が起
きたのかを整理して、描写することから始める必要が
ある。
客ー観的な根拠資料だけで、配慮内容を決定することは
難しい。
発達障害の特性による困難さは、 「実行機能の
障害」という言葉で言い表すことができます。実
行に当たっては、 「意思決定」、「計画立案」、「計
画実行」、「効果的遂行」など順次、行われる必要
がありますが、スムーズに行うことが難しいとい
うのが特徴です。また、彼らは環境の影響を受け
やすいという特徴を持っています。自発的に自体
を構造化したり、自分にとって処理しやすい状態
に変換することが難しいのです。現実生活は常に
動いており、その時間的流れの中で、問題が起き
てくることが多いことを、私たち支援者は念頭に
置いておく必要があります。同じ障害名であって
も、異なるところで問題が起きるのは、よくある
ことです。支援者は、どのような場面で、どうい
う出来事の中で問題が起きたのかを、状況を整理
し、描写することから始める必要があります。提
出された客観的な資料だけで、配慮内容を決めて
いくと、実質的で有効な支援にはならない可能性
があることを念頭に置きながら支援することが重
要です。
発達障害学生に対する支援のあり方 ，?
u~ 青~)
具体的な話に入っていく前に、富山大学の支援
体制についてお話をします。
富山大学では、学生支援センターにアクセシビ
リティ・コミュニケーション支援室を置き、障害
のある学生の修学支援と就職活動支援を一体的に
行っています。修学に関しては学部教職員と連携
し、支援室では、「スケジュール管理」や「合理
的配慮に関する調整」、「実習サポート」などを行
います。他の支援部署である保健管理センターで
は学生のメンタルサポートを行っていますが、精
神面の状況が落ち着き、学業に復帰できる状態に
なった学生に関して、支援室が修学に関する調整
を行っています。また、就職に関しては、学内支
援部署や学外の就労支援機関と連携しています。
支援室では、「就職活動のスケジュール管理」や
「自己PR・志望動機作成のサポート」、「面接練習」
などを行っています。
Example of a support system after 
entrv into universit 
Department 
Sharing information 
・DaUy events and ; 認ues
• Sharing ;nformation celated to ceasonable 
accommodat;ons 
• Sharing ;nfo=ation on add;bonal 
accommodat;ons that have become 
Weekly meetings 
✓ Rehectiogoo,,as父 5
✓ Ch~kiogooatteodao"aod 
<hesobmissiooofa凶gom,o<s
✓ Ch~kiog<hep,io,i<y 
✓ 5'h四,,emaoagem,o<;
Yi印'"'"'"'"'"''"'s<odyo,emoUm,o<ioeo,,ses 
学科
入学後の支援体制の例
. ・~・ ’’‘‘ /j年当＼
＼ヽ 敦員l
＇ , . , -., 
玲 li社汐汎紺脱
4受茎磯り返り
9出度や捉出如ぷ漬認
✓媛先顛位の確認
クケジュー J澤碍咋d障害挙
計西や内容字苫筍・r,
＇ 家 ‘ 
支援体制を、あるケースを例に説明します。学
部によって、学科や教室の構造が異なるので、す
べて一緒ではありません。理系学部だと、学科ご
とに複数の教員が情報共有して学生対応をしてい
ることが多いので、まずは、障害学生の担当にな
る教員に、窓口になっていただきます。この図で
は、「ハブとなる教員」と示しています。障害学
生は、まずは学部に配慮願いを申し出て、学部教
員は窓口になる教員を通じて、障害学生支援室に
協力を依頼してきます。支援を開始する前には学
科教員と支援者が、本人や家族と面談し、聴き取
りや根拠資料について説明を受けます。
支援室では、週一回の面談を行い、授業の振り
返りや出席状況と提出物の確認、優先順位をつけ
るなど、スケジュール管理について話し合いを
行っていきます。「合理的配慮」に関することは、
本人と話し合いを行い、「配慮文書」に表し、授
業担当教員に提出します。どの程度のことを配慮
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文書に書くか、診断名を入れるかどうか等、学生
の意思を確かめながら文書を作成し、家族にも確
認していただいた後に、学科教員に渡します。
学科教員は、会議を通して、当該学生の配慮を
知った上で、授業に臨むことになります。当初は
必要であると思っていなかった配慮を検討ければ
ならない場合もありますので、学科教員と支援室
の情報共有は必須となります。合理的配慮の内容
が、学生本人にとって修学を支えるものではない
と判断された場合「合理的配慮の内容の再検討」
が行われます。
学年が進み、ゼミに所属すると、ハブとなる教員
は指導教員になります。教員同士の情報共有は、学
科会議で行われていますので、支援のスタイルは継
続して同じスタンスで行われることになります。
「合理的配慮」は、学ぶための環境を整えるこ
とですので、支援が行われても、学生の学びが十
分ではない場合は単位を落とすこともあります。
他の学生と同じ士俵で学修することを保障するの
が、合理的配慮の提供になります。
"I am attentive in class but get lost in the middle of lectures and <an not 
unders臼ndthe things that the instructor discusses. I might not be able to pass 
if t JO on lfke this:' 
A characteristic of autism spectrum disorder (ASD) 
• Those with ASD interpret words in a precise manner. Ifthere IS 
something that they find perplexing in the lecture, they continually 
ponder upon that point. As a result, they cannot concentrate in class 
Assessment re~ardin~support 
◆ Ask the stcdent aboct the aceas ,n which they ace e,pe,eclng dlfl叫tyaod conslde, with the 
stcdentthemeawcesthatco,ldbetaken lftheca,seofthedlff,rnltylssomethlngthat acose 
from a chacactec,stlcof the d,sabl,ty曹dlsrnsmaklog・accommodat,oo cen,ests" to coccse 
lostmctocs. 
● Thcocgh cogolt"e testlog aod beha,local obsec,at,on. consldec whethec thece ,s cnmnaess 
◆ Hold scppo,t metings attended by fac,lty membecs In the depactment (lnclcdlng farnlty 
membecs lo the lostlMe of Llbecal Acts and Sc,ecces), staf membecs. and scpoct wockm. In 
the meetings coo,ey the chacacte「lstlcsof the stcdent and cons,dec what klod of wppoct wocld 
beeffect"e 
Ways in which support was provided 
► Pe,m,ss,oo to cse IC cecocdecs 
► Permission to take photos of the board 
► Scppoct to implemeot the accommodations that have been gcanted 
► E,aluating whether the accommodations were effective 
自閉スペクトラム症の特性
言葉の意味に厳密で、講義内容で自分なりに気になる点が
あると考え続けてしまっ。その結果、授業に集中できなくなるC
支援に関するアセスメント
~.¼,., ヽヘア ・＾ヽ,... ~ , ,. .. , 
支探方法
► ICレコーダーの使用許可
>板香の写亘振影の許可
>許可された配慮を実行するための支援
>配慮が有効かどうかの検証
ある典型的なケースを紹介しましょう。
本人の訴えは次のようです。「真面目に授業を
受けているのですが、途中で講義内容がわからな
くなってしまいます。このままでは単位を落とす
かもしれません。」
一般的に、この訴えだけでは、発達障害の特性
によるものかどうかわかりません。しかし、本人
の話を良く聞いていくうちに、次のような特性が
要因であることがわかってきます。先にも特性を
お話ししましたように、 ASDの特性がある学生
は、とても真面Hで授業も一生懸命に受けていま
すが、言葉の意味に厳密なので、単語の意味にこ
だわり始めると思考を止められなくなってしまい
ます。本人がいくらこだわらないようにと思って
も、そのように思考が進んでいくことは止められ
ません。
そこで、関係者で支援会議を開き、支援方法を
検討します。この学生の場合、「 ICレコーダー
の使用許可」と 「板書の写真撮影」が合理的配慮
として認められました。支援室は、 ICレコーダー
を忘れずに持って行くことを確認したり、復習に
使用しているか、その方法が適切であるかを確か
めたりする役割があります。
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"I cannot submit assignments by the deadline. It takes me a long 
time to get started on assignments. I pick up a nearby book and 
start to read, or I start to play games, and time passes by." 
A characteristic of attention-deficit{_hy~eractivity disorder (ADHD) 
Tfahsohsioe n woitrh toADpHriD oriftinzd e iatnd ifciacrurly t tout ortghiangizs e ththait ngshs otuhlad t bsehoduolnd e bedone in an orderly 
Assessment re2ardin2 suooort 
● Check how the student manages his/her schedule 
◆ T;nhc,l,od,mgh  ,ethge ,la, ;me mtethat ;nhges/. sashe k stpehe nsdts ,doen ndt a,hloy w acthe;,/;s,;hes  manages h;s/he, hme 
● ~inofonrtminuaatilloy n maobnoiut or thte he stpurdoegnret・s s abb~1tiri1tg y mtoadce artoy woaurt d tasosklvsin. g problems and obtain 
Wavs in which support was provided 
► Writing down or entering plans/schedules together using planners, mobile 
phones, etc 
► Writing down or cethn1e vteitprilenasng . spa/arl tasptl-aktns imsw/e teraswe okres ka. (rneP .legad n 、clwasitshesfa. masilys) iganmd enthse 、extracurricular a s c eking 
weekly whether s out 
► Icf otmhe ing stup dewnit th coaun ld apnport ocaocmh ptlheat e tahe tastku, dienvt eswtoiguald tinbg e tahbe le reto asiomnps lefomer nt his and 
► Hwaitvh intg asfaks cutlhty at aned esd tato fbce hact omto pltehte d student to check how he/she is doing 
始ゲレボーめームるトをまをでし期たに日り時すま間るでがうにかち提かに出りす時まるす間こ。がとつ過がしできません。レポートを書き＼、そばにある本を読ばこり、
ゲ に、 過ぎで点令のです。
弁慈欠如・多諭症の特件
やが難るべしきいこ．とを順序立てて整理したり｀優先顛位をつけて実行すること
支援に関するアセスメント・入17ジュー）ン管理をどのように行っているかや確認1る
♦定期面談1、より今日常生活も含めた時問管理J,.つい濯疇る
・課題佐決し関りるJボロ一ぷ継続的1:行い、実行機善の状態＃•知る
古梧方法
>スケジューJj.,根や挽帯君話等を使い、一緒に記入（入力）する＝
＞授業、課題、サークル、アルパィ、、家族との約束等、すべての予
定を香き込み、実行できているかどうか一週問単位で誼認する=
>できなかった湯合の要因を探り、実行可能な方法を再度考える．
>再務職員や教員からも硫認の声掛けをしてもらう．
もう一つのケースを紹介します。
本人の訴えは、「レポートを期Hまでに提出す
ることができません。レポートを書き始めるまで
に時間がかかります。つい、そばにある本を読ん
だり、ゲームをしたりするうちに、時間が過ぎて
しまいます。」
このような話を聞くと、怠けているのと一緒で
はないかと思われるかもしれません。しかしなが
ら、 ADHDの場合、本を読まず、ゲームもしな
いけど、レポートを書くためにPCの前で4時間
ぐらいじっと考えていることもある等、集中力の
コントロールや実行機能の障害と思われるエピ
ソードを数多く持っています。
このようなときに、合理的配慮として「レポー
ト提出期日の延長」を挙げたくなりますが、この
ような特性の場合、期日を延長しても提出できな
いことが多いです。そこで、支援室では、アセス
メントを行います。スケジュール管理の仕方や時
間管理の方法、課題解決に至る実行の部分を徹底
的に確認していきます。支援方法としては、スケ
ジュール帳や携帯電話のメモ機能を使うことを勧
め、「あとで書いておいてください」ではなく、
「今、ここで書きましょう」と言い、正しく書い
たかどうかを確認します。大学関係のことだけで
なく、プライベートのことも同じスケジュール帳
に書かないと、どちらも忘れてしまうこともあり
ますし、ダブルブッキングをしてしまうこともあ
るのです。家族だけでなく、大学教職員からの声
かけやメールでのリマインドも非常に効果があり
ます。
このような支援を行っても、うまくいかない場
合は、病院を受診して服薬治療を勧める場合もあ
ります。また、合理的配慮の提供として、締め切
りの延長をする場合もあります。
I1 発達障害学生に対する面談の意義
Significance of interviews with students with 
developmental disorders 
<Interviews with support workers> 
These provide opportunities for students 
・to talk a切uttheir匹rsonalhistor函
喩tot•lk about p,rtl<ular t叩 cs
•tod!S<匹 ,trateg函わrcop,ng with s匹c,fic由allenges
• Talking allows the students to share their wishes (thoughts and hopes) 
with support workers. 
• A process in which students become aware of their own thoughts and 
convert these into empi「icalvalues is important and these interviews 
with support worke芯 provideopportunities for this 
・Ast dentwh h s・str IV I n I iv hi nt 
- I'm not sure what I am able to do and where I need support. Up to now, I 
have s,mply tned to live my life the best I can. The fact that I now have this 
diagnosis does not necessanly mean that I'm going to ask people to make 
allowances. But I need someone to consult to find out what the impact of 
the disability is, what I wil be able to do and what adjustments need to be 
made for me. ,. 
発達障害学生に対する面談の意義
・語りによって、意思（自分の考えや思い）が、学生と支援者間で共有
されるc
・学生自身が自分の考え（意思）として自覚し、経験値としてまとめ上
げるプロセスが錘要で，如豆者は面談を通してその機会を提供してい
る．
・診断存号けて閉七ない学牛の蚕草
自ー分が何ができて何を支揉要頭すればよいかなからなむ これまでの人生
は一生廷命に頑張るだけだった=診浙を受けたからといって、 rじやあ、
こんな配垂をお願いします」ということにはならない．自分の中の何が庭
害特性で、自分には何ができるのか、私にとって合理的配痘とは何なのか
を一緒に話し合い、相談に乗ってくれる人が欲しい．
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学生と支援者との面談は、ある時は「体験を時
系列に沿って語る場」であり、またある時は「一
つのトピックに絞って語る場」となり、 「対処法
を検討する場」になります。
対話の中では、学生の考えや思いが語られます
が、支援者から見ると、「対話を通じて学生自身
が自分の考えを自分の意思として自覚し、それを
表明する場」を提供していることになります。
なぜ、発達障害学生の場合、対話を重視してい
るかというと、複数の学生の声があったからです。
「これまでの私の人生は、一生懸命に頑張るだけ
だった。診断を受けたからと言って、じゃあ、こ
んな配慮をお願いします、ということにはならな
ぃ。自分の中の何が障害特性で、自分には何がで
きるのか、私にはどんな合理的配慮が必要なのか
を、一緒に話し合い、相談に乗ってくれる支援者
が欲しい。」先にお話ししました障害特性を見る
と、どこからが障害で、どこからが障害ではない
のかわかりにくいのが発達障害の特徴です。努力
すれば、他の人と同じようにできるようになると
思い、頑張ってきた学生にとって、自己理解に至
るまでには時間を要するものと考えた方がよいと
思います。
発達障害のある人は、一般的に、自分のことを
振り返って語るという機会は非常に少ないようで
す。診断がある学生でも、自分自身の特性を他の
人に説明したり、障害に対する配慮を求めたりす
る経験自体が少ないのが現状です。このような学
生に対して、私たち支援者は、学生が語る機会を
保障し、語ることによって、自分自身の特性や、
自分に必要な配慮を知るための機会を保障する必
要があると考えています。
Talkinq about themselves ⇒ Self-narratives 
• "The self" is created by talking about oneself. 
• To locate one's own experiences in the world, these 
experiences need to be endorsed and shared by others. For a 
self-narrative to gain a place in society, it has to be part of a 
discussion with other people 
榎本博明 ,2002> rくほんとうの自分＞のつくり方」講駁社現代新書
浅野智彦 (2001) 「自己への物駆的接近」勁草●房
At the University of Toyama・ ・ ・ 
口withinthe framework of study support for students with developmental 
disorders the dialogues between the students and the support workers 
function to foster communication . 
口 Reciprocity:the aims of the study support are shared in common, thus 
maintaining a stance (an approach to practical matters) in which the 
knowledge and 1ns1ghts necessary for their achievement are jointly 
contributed 
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自分のことを語る ⇒ 自己物語
「自己」は自分自身について物語ることを通じて産み出さ
れる。
・自分の経験を世界の中に位置づけるには、 その経験を他者
に承認し（もらい共和し（もらう必要がある。自裏出が
社会性を獲得するには他者との語りが必要であふ
賓本淳吃ば鋲）2) 区蓉 .,,,, 遭苓社淡屯併•
竺緊笹忍 (WOU ! 巨迂への応翌唸良近"蕊益響茶
冨山大学では・・・
口発達障害学生の修学支援では、学生と支援者との対話そのも
のが、コミュニケーション支援の場として機能しているs
口修学支援の目的を共有し、その実現のためにお互いに知恵を
出し合うというスタンス（物事に向かう姿塾）を共有する関
係性を保つ。
ここで、自分のことを語る意味を確認しておき
たいと思います。社会学や心理学の理論を採用す
ると、「自己」は自分自身について物語ることを
通じて産み出されます。また、自分の経験を意識
し、自身の内的世界に位置づけるには、その経験
を他者に承認してもらい共有してもらう必要があ
る。つまり、自己物語が社会性を獲得するには他
者との語りが必要であるといえます。
富山大学では、発達障害学生の支援を始めるに
当たって、最も大切にしたことがあります。それ
は、対人的コミュニケーションの障害がある人の
支援では、支援者が彼らと誠実に向き合い、彼ら
の思いや考えを正しく受け止める姿勢を持つとい
うことでした。それは、学生と支援者との対話そ
のものが、コミュニケーション支援の場として機
能しているという自覚を持つことでもあります。
Project Team Support 
■ Situations 
• Knowledge does not 
exist independently 
but always within a 
shared context, 
embedded in a 
situation 
• It is important that 
individual knowledge 
becomes organized 
knowledge, is 
accumulated as 
organized knowledge 
and is then utilized 
effectively. 
＼、
プロジェクト型チーム支援
,_ 、
■揚
・知話とは、それが独立
して存在し得るもので
はなく、つねに人々に
よって共有される文脈
としての「湯Jに埋め
込まれた形で存在する。
＼ 
・個人としての「知識」
が、組編としての「知
国」となることが垂要
であり、 「組織知Jと
して蓄えられ，それを
有効に利用することが
垂要である。
/ 
／ 
そして、学生と支援者が修学支援の目的を正し
く共有し、その実現のためにお互いの知恵を出し
合い、一緒に試行錯誤を繰り返しながらより良い
対処方法を考えていくという関係性を創り上げて
いくことも重要なポイントでした。この関係性が、
彼らのコミュニケーション支援につながっている
という自覚を大切に、私たちは支援を展開してき
ました。
本学で行う支援は、プロジェクト型チーム支援
です。次のようなイメージ図で表すことができま
す。一人の障害学生に対して一つの支援チームを
作り、支援を展開するという支援方法です。ある
学生に対する支援は、障害別に特徴的な支援方法
はありますが、個々の学生特有の困難さがありま
すから、一人ひとり異なる支援方法が採用されま
す。それぞれの立場で有効な支援を他の立場にい
る支援者と共有することによってチームとしての
知識が「組織知」となり、「発達障害学生の修学
支援の方法」として蓄積されていくことになりま
す。ある学生に対する支援方法は、他の学生の支
援方法のモデルとなり、新たな支援チームが形成
されていきます。たとえば、富山大学で60名ほ
どの発達障害学生を支援しているとしたら、 60
パターンの支援チームがあるということになりま
す。大変な人数に見えますが、支援方法が関係者
で共有されていますので、それほど負担感はあり
ません。
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r ・・・・・ ・ 
＇コミ ュニケー ション； 支援
・「ランチ・ラポ」への巷加
・ピアサポート活動へ0)老加
・就労移行支援奉業所での就
＼ 
、 労体験
＼ 
・ 出席加郎）児寸")
・ゼミ生との関係頷整
←学部教員、 教務
・授出物の確認掲示板の確認
←教務
一人の学生を紹介します。
大学入学後、人間関係で蹟き、なかなか単位を
取ることができずに一人暮らしをしていた学生で
す。学部職員が単位取得状況を見て保護者に連絡
し、保護者が支援室に訪れました。支援室では、
「パーソナル支援」として定期面談を行い、履修
や修学の状況を確認しました。また、コミュニケー
ションの問題に関しては、小集団活動に誘い、就
労移行支援事業所での就労体験にも参加してもら
いました。「家族支援」としては、生活面のサポー
トをお願いし、ストレスによる心身の疲れがみら
れた時は、本人に帰省することを勧め、保護者に
はゆっくり休ませて欲しいことを伝えました。「学
部との連携・調整」は、出席状況の確認と提出物
の確認等になります。
Support worl<ers listen 
empathetically to what the 
students say and support 
them in achieving the 
objectives they describe 
1 
支援者は、 学生の語り
を共感的に聞きつつも、
実際の行動がうまくで
まるようにサポ 1-
支援者は学生の語りを共感的に聞きます。学生
はこれまでうま くいかなかったことを語り、気持
ちの整理がつかないままのことが多いのですが、
支援室では、実際の行動がうまくできるようにサ
ポートしていきます。具体的には、一番目に「進
級するために単位を取得するために、講義に出席
すること、課題を提出すること、テストを受ける
ことを確実に実行するように支援します。また、
人とのコミュニケーションが苦手であるにも関わ
らず、話をしたり、一緒に食事をしたりすること
が好きな学生だったので、支援室が行なっている
「小集団活動」にも誘いました。
学生は、授業に出席し、課題を提出することが
できるようになり、無事に進級することができま
した。ブランクはかなり大きかったのですが、発
達障害者の場合、引きこもりの時期が長くても、
精神的な問題ではなく対処法がわからないだけの
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ことが多いので、回復は早いと言われています。
この学生の場合も、修学状況が安定すると、気持
ちも落ち着いていきました。
学生は、「専門科目の勉強はするべきことが明
確に示されていてわかりやすかった。高校までの
「わかる感覚」を取り戻したような気がします。」
と語り、将来のことも考えることができるように
なりました。そこで、就労移行支援事業所での職
場実習を体験する機会を持ちました。大学生活で
のコミュニケーションスキルはできても、働く時
のコミュニケーションスキルは、まったく違うこ
とを体験して欲しかったからです。実習では、与
えられた仕事を正確にこなすことはできていまし
たが、対人的な問題（態度の硬さ、言葉遣い）が
事業所から指摘されました。また、一般の就職活
動では、面接で苦戦するだろうとの判断を事業所
の所長からいただき、就職について、家族と本人
で話し合っていただくこととなりました。
学生の語りです。
「職場実習体験は、文章による指示が徹底して
いて、モデルも示していただけたのでわかりやす
かった。卒業後は就業訓練をして、働くためのス
キルを身につけ、自分に合った就職をしたい。将
来のことを考えたときに、自分は安定した就職を
して母を安心させたい。障害者雇用枠での就職を
目指し、卒業後は就労移行支援事業所で訓練を受
けるつもりです。」
この学生は在学中に病院を受診し、診断を受け
ました。障害者雇用枠での就職への抵抗感もな
く、自分の弱みへの配慮を申請しながら、自分の
強みを発揮できる働き方があると判断していまし
た。卒業後すぐに就労移行支援事業所での訓練を
受け、半年ほどで無事に就職をしました。このケー
スは、一人の学生の支援プロセスですが、多くの
学生への支援と共通するところが多いです。まず
は、「実行支援」そして、「自己理解のための小集
団活動や職場実習体験」、そして、就職に至ると
いう流れです。
From "studyinq" to "workinq" 
Development through supported A professional attitude 
◆ Current main types of employment 
, ASD characteristics, IT, q,ality management, traditional crafts、p,blicse,vice,data 
administratioo,clerical 
, ADHD charactecistics, Sales (fo, e, 函 ogclieots), cace g,viog, general office wori<, ,esea,ch 
aod developmeot 
「学ぶ」から「働く」へ
職業人としての自覚
● これまでの主な採用置種例
► AS因滋： IT技術系， 品責管理，伝疏工芸、公務員，デ ター管毘事務系
► ADHrY持性：営業系 りシーI'-)、介蓑系，総合哀，研究聞発翫
IV 「学ぷ」と「働く」を支える支援
支援室で行っている「学ぶ」と「働く」を支え
る支援において、支援の連続性の意義をまとめて
みます。まず，修学支援による学生の成長を支え
る基礎となるのは、学生自身が大学生活を安定的
に送ることができるという実感です。その実感と
安心のなかで自分自身の特性を肯定的に理解し、
諦めることなく自己対処法を模索していくことが
できるようになっていきます。その結果，現実の
大学生活を自分の力で充実させることができてい
るという自信が、社会参入の時期になって、あら
ためて自分自身の特性上の強みを発揮した就職を
目指そうという決意につながると考えています。
職場定着支援における卒業生との対話からは．
職業人としての自覚の芽生えをみることができま
す。職場環境への適応が進んでいくと、多くの卒
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業生は、職業人としての自覚を語り始めます。「先
輩方に褒められると嬉しい。もっと高度な技術を
身につけて、会社の役に立ちたい。」などの言葉が、
フォローアップ面談で聞かれることもあります。
また、休みを取るタイミングがわからず、疲れが
見え始めた卒業生には、 QOLという言葉の概念や
ワーク・ライフ・バランスという言葉の概念を伝
え、安定的に働くことの重要性を伝えていきます。
このスライドの図全体を眺めると、一見当たり
前のことのように見えるかもしれません。また、
一般的な学生は、自らの判断と能力で、これが自
然にできているのかもしれません。
しかし、発達障害のある学生を支援して 12年
目を迎え、このような成長を丁寧に支えていく支
援の重要性を感じます。彼らの素晴らしい能力が、
環境を整えていくことで、社会に貢献できる能力
への成長していくのです。元来、真面目で何事に
も一生懸命な性質を持っている彼らを、社会の財
産として育てていきたいと強く思います。
図の下には、これまでの主な採用職種を挙げて
います。 ASDの人は、 IT技術系、品質管理、
伝統工芸、公務員データ管理などの事務系の職種
です。 ADHDの人は、営業系や介護職、研究開
発などです。いずれも、特性の強みを生かした職
種を選んでいます。
<Clerical work> 
✓ I am utilizing what I learned at 
university、includingdata analysis 
✓ I am pleased that I have been able to 
contribute to the improvement in 
company performance 
<Craft work/Technical work> 
✓ I would like to achieve the skils of the more experienced 
craftspeople and keep this traditional craft alive. 
✓ I am happy that I am involved with fine artwork 
✓ I would like to obtain higher qualifications to widen the scope of 
my work 
フォ□ー アップ支援で聞かれる卒業生の声
＜申務臓＞
✓データ分析など、大学で学んだことが
役に立っている。
✓会社の業績アップに貢献している
実感が仕事の励みになる。
く職人・技術疇＞
J先輩の技術に早く追いついて，伝統工芸を守っていきたい。
／芸術性の高い作品づくりに携わっていることが嬉しい。
Jさらに高度な資格を取って、仕事の幅を拡げたい。
定着支援はでは、さまざまな卒業生の声を聞く
ことができます。
たとえば、事務職に就いた人からは、「データ分
析など、大学で学んだことが役に立っている。」 「会
社の業績アップに貢献している実感が仕事の励み
になっている」という声を聞くことができました。
また、職人や技術職についた人からは、「先輩の
技術に早く追いついて、伝統工芸を守っていきた
い。」、「芸術性の高い作品作りに携わっていること
が嬉しい。」、「さらに高度な資格を取って、仕事の
幅を拡げたい。」などの言葉を聞くことができます。
<Clerical work> 
✓ Has a firmer grasp of the company's sales and national data 
than other employees and makes innovative suggestions. 
✓ Very trustworthy; al assigned work is done accurately without 
exception. 
✓No work problems; we have made appropnate work 
adjustments based on an understanding of the employee's 
characteristics gained by prior discussions w,th the university 
and job transfer enterprise .• 
<Craft work/Technical work> 
✓ Makes extra effort to improve skils. 
✓ Seems likely to achieve work with exceptional skil, sensitivity 
and inteligence 
発達障害学生に対する支援のあり方 17 
企業担当者からの評価
く事務闘＞
✓他の社員よりも、自社の売り上げや全国データを把握し、
新しい提案をしてくれる。
✓与えられた仕事は、間違いなく正確にこなすので信頼でき
る。
✓大学や就労移行支援事業所との支援会議により、事前に本
人の特性を把握し、環境調整できているため、問題なく勤
務できている．
＜臓・技＞
✓技術を磨くための努力を惜しまない。
✓技術サ惑性・知的なところも含めて、他人を寄せつけない
魅力を持つようになるだろう。
企業担当者からの評価はつぎのようなものでし
た。これは、障害者雇用枠で就職した人に限られ
るのですが、事務職では「他の社員よりも、自社
の売り上げや全国データを把握し、新しい提案を
してくれます。」、「与えられた仕事は、間違いな
く正確にこなすので、信頼できます。」というよ
い評価をいただいています。また、技術職では、「技
術を磨くための努力を惜しまない。」、「技術・感性・
知的なところも含めて、他人を寄せ付けない魅力
を持つようになるでしょう。」という評価をいた
だいています。
• Support during university involves for more than solving specific 
problems; the problem-solving process offers physical and psychological 
support for maturation and plays a signifcant role in enhancing 
development. While this has the primary aim of providing practical 
support for behavior, it also has another significant function in providing 
opportunities for students to find ve巾alexpression for their inchoate 
internal world and thus for self-examination 
• Self-reflection 1s often a painful process but support workers are there to 
help the students in this process of change and to achieve mental growth 
and transformation 
• Adolescence is a period during which students confront issues related to 
their identity, including the need to accept living with their weaknesses 
and strengths. By helping students to enhance their psychological 
development, we aim to provide support during this transitional period so 
that they can participate in society with while maintaining a positive self-
image 
青年期から成人期への橋渡しとしての支援
・大学における支援は、具体的問題の解消だけにとどまらず、
解決するプロセスを通して青年期の心身の成長をサポートす
る発達促進的な意味合いがある。実質的な行動に関する支援
を一義的な目的にしながらも、彼らの漠然とした内的世界を
言葉に表し、自己を見つめる機会としての意義がある。
• 自分自身を振り返る作業は時に苦しみを伴うものであるが、
支援者が彼らの変容のプロセスを下支えすることで、学生は
精神的な成長や変容を実現していく。
• 青年期は、学生が自分自身の弱みと強みを引き受けて生きて
いくこと等、アイデンティティに関わる課題に対峙する時期
である。このような人生の節目に当たる青年期の学生の心的
成長を促し、彼らが肯定的な自己像を持ちながら社会参加し
ていくための支援をしていきたい。
発達障害のある学生の支援は、青年期の発達課
題を念頭に置いて発達援助的な視点を持って行う
必要があります。先ほどから、「実行支援」であ
ることを強調してきましたが、支援者は学生の具
体的問題の解消だけを目的にしているのではな
く、解決のプロセスを通して青年期の成長をサ
ポートしていることを忘れてはなりません。自分
自身を振り返ることはとても苦しいものではあり
ますが、彼らの不安を支え、疑問に応えながら変
容するプロセスを下支えすることで、学生は精神
的な成長を果たしていきます。
発達障害のある学生に限ったことではありませ
んが、青年期は、自分自身の弱みと強みを引き受
けて生きていくこと等、アイデンテイティに関わ
る課題に対峙する時期であるといわれています。
このような人生の節目に当たる青年期の学生の心
的成長を促し、彼らが肯定的な自己像を持ちなが
ら社会参加していくことができるよう、支援して
いきたいと思います。
国際基督教大学FDセミナー講演内容に追加した
ものを掲載する
